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研究成果の概要（和文）：建築生産においては、設計技術やマネジメント技術などの創造的なイノベーションが
国際競争で重要になる。本研究では、まず対話型討論により、都市・建築の将来の研究開発課題をまとめた。続
いて、イノベーション過程の分析と建築生産における技術知識マネジメント手法の提案を行い、１）技術のゼネ
コンからの外部化、２）技術提案のできる鉄骨製作会社・CM会社等の台頭、３）ヒトだけでなく技術も含めた目
利き能力の重要性という課題を指摘した。そして、シンガポールにおけるBIM導入と建築生産のイノベーション
について調査分析を進め、英国と米国におけるプロジェクトマネジメント手法のイノベーションに関する調査分
析も行った。

研究成果の概要（英文）：Creative innovation in design, engineering, and management of building 
construction is essential for the success in international competitive projects. At first, requested
 topics for research and development in future society and construction industry are discussed 
through world cafe workshops. Then, we pointed out the problems: 1) outsourcing engineering from 
general contractors, 2) new roles of steel fabricators and construction managers, 3) evaluation of 
human resource and management. We also investigated BIM and innovation in Singapore, and innovation 
in new method of project management operated in UK and US.

研究分野： 建築生産
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
国際的な企業戦略や産学官連携活動にお

いてイノベーション（技術革新）と知的財産
の価値は極めて重要視されている。ところが、
他分野で開発された材料を採用し、利用する
側にある建築生産における知的財産の取り
扱いは、他産業と異なる商慣習のために、知
的財産権の保護や活用の枠組みがそのまま
適用できない。 
特に建築生産では、設計技術やマネジメン

ト技術などの目に見えないが創造的な知的
財産が海外プロジェクトでの国際競争上も
重要であるにもかかわらず、これらの評価・
保護・譲渡に関する制度的基盤が確立されて
いない。このことが建築技術のイノベーショ
ンに抑制的に働いており、産業としての魅力
や活力を低下させ続けているのではないか
と考えられる。 
本研究では、２０年後の世界を想定したと

きに、わが国の都市・建築に求められる社会
的価値を対話型討論方式によって具体的に
描き、そこに至るまでの建築技術のイノベー
ションのロードマップを作成する。さらに、
研究開発に伴う著作権、特許、マテリアル、
ノウハウといった知的財産のマネジメント
について、ゼネコン、設計事務所、メーカー、
CMr (Construction Manager) 等の役割を再
定義しつつ、新たな手法を提案したいと考え
た。 
本研究では、成果物であるロードマップや

マネジメント手法だけでなく、それらの形成
過程を記録分析し、イノベーションの導出プ
ロセスを新たに示すものである。建築の技術
開発は、個別プロジェクトでの必要性に応じ
て断続的に行われており、受注生産であるこ
とから技術開発過程は常にアドホックな対
応になりがちであった。この状況に対して、
本研究は新たな方法論を示すものである。 
知的財産についても、発注者・設計者の事

業予算算定に対する施工者・メーカーからの
無償の支援業務となっており、発注者への説
明や建築確認・適合性判定を含む許認可対応
のために応札者が多くの技術資料の作成を
要求されることが多い。そのため、最終的に
落札者とされなかった応札者にとっては、大
きな潜在損失を負うことになる。こうした現
状に対して、産業競争力強化による全体最適
化とアカウンタビリティ、コンプライアンス
の観点からの適正化を本研究では目指して
おり、CMr 等の新たな職能の活用を含め、建
築生産において知的財産のマネジメント手
法が確立されれば、社会に与えるインパクト
は極めて大きい。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、新たな社会的価値を創造

するための建築技術、特にマネジメント手法
のイノベーション事例を調査し、その裏付け
となる要件について分析することである。 

 

３．研究の方法 
 以下の２課題に分けて取り組んだ。 
課題１：新たな社会価値創造に向けたイノベ
ーション過程の分析 
①対話型討論会（ワールドカフェ形式）開催 
②学内外の研究者ヒアリングの実施 
③都市・建築の将来像（スマートシティ等を
含む）に関する研究課題マップの作成 
課題２：建築生産における新たな知的財産マ
ネジメント手法の提案 
①ゼネコン、設計事務所、CMr 等の知的財産
マネジメントの現状調査 
②設計図書（CG、BIM を含む）、生産情報等の
著作権マネジメントについての検討 
③設計、工事監理、施工のノウハウのマネジ
メントについての検討 
④ゼネコン、設計事務所、メーカー、CMr の
役割の分析と検討 
⑤法制度、契約約款等の改善提案 
 
４．研究成果 
＜平成２６年度＞ 
国際的な企業戦略や産学官連携活動にお

いてイノベーション（技術革新）と知的財産
の価値は極めて重要視されている。ところが、
他分野で開発された材料を採用し、利用する
側にある建築生産における知的財産の取り
扱いは、他産業と異なる商慣習のために、知
的財産権の保護や活用の枠組みがそのまま
適用できない。特に建築生産では、設計技術
やマネジメント技術などの目に見えないが
創造的な知的財産が海外プロジェクトでの
国際競争上も重要であるにもかかわらず、こ
れらの評価・保護・譲渡に関する制度的基盤
が確立されていない。このことが建築技術の
イノベーションに抑制的に働いており、産業
としての魅力や活力を低下させ続けている。 
平成２６年度は、京都大学とダイキン工業

株式会社との包括連携協定に基づき、同社と
の対話型討論（ワールドカフェ形式）やワー
クショップを通じて、具体的な発想抽出を進
めた。さらに、少子高齢化社会での健康な空
間提供という将来像から研究開発課題を逆
算するバックキャスト型の議論を通じて、２
０年後のわが国の都市・建築に向けた研究開
発課題をまとめた。 
本研究では、議論の直接の成果物である研

究開発ロードマップだけでなく、それらの形
成過程を記録分析し、イノベーションの導出
プロセスを新たに示すことを目的としてい
る。数人の研究者による非公開のワークショ
ップ形式を反復することが、今回の検討過程
で有意義であることが確認されている。建築
の技術開発は、個別プロジェクトでの必要性
に応じて断続的に行われており、受注生産で
あることから技術開発過程は常にアドホッ
クな対応になりがちであった。この状況に対
して、引き続き新たな方法論を示すことを目
指していくこととした。 
＜平成２７年度＞ 



平成２７年度は、以下の３つの観点から研
究課題に取り組んだ。 
①イノベーション過程の分析：建設業の技

術知識の外部化現象について、その方向性を
探ることを目的とした。検討の手段としては、
他産業で生じている外部化の経緯をモデル
化し、建設業との比較を行うこととした。他
産業の事例は、医薬品、情報通信、銀行の各
業界とした。他産業の外部化の本質は、まと
めると次のようである。１）研究開発の外部
化、オープンイノベーション、２）開発リス
クを背負うベンチャー企業の出現、３）基幹
技術であっても購入（ライセンス導入） 
②建築生産における技術知識マネジメン

ト手法の提案：上記の分析結果を建築生産に
当てはめると、次のような実態や課題が得ら
れた。１）技能、管理技術、設計技術のゼネ
コンからの外部化、２）技術提案のできる鉄
骨ファブリケーター、CM 会社等、３）ヒト（職
人）だけでなく技術も含めた組織編成、目利
き能力 
③シンガポールにおける建築生産のイノ

ベーションに関する実態調査：シンガポール
において導入が義務化されている BIM (B 
uilding Information Modeling)の確認申請
図書提出等について、現地の設計事務所、日
系ゼネコンのほかシンガポール政府担当者
にヒアリング調査を行った。その結果、BIM
の本来の役割である、設計の早い段階での統
合的な建物モデルの調整は達成されていな
いことが明らかになった。本来は、生産性向
上に寄与するイノベーションと目されてい
たが、現在は政府の要求への追随が先行する
状態であり、BIM での確認申請は形骸化する
傾向にあり、設計図書整合の実体を伴ってい
ないことがわかった。 
＜平成２８年度＞ 
平成２８年度は、以下の２つの観点から研

究課題に取り組んだ。 
①シンガポールと日本における建築生産

のイノベーションに関する比較分析：BIM 
(Building Information Modeling)による設
計図書の調整業務に関して、前年度の調査結
果をもとにシンガポールと日本の比較分析
を行った。その結果、以下のような知見を得
た。１）BIM のシステム開発はベンダー主導
であり、建築生産に関わる組織はユーザーと
してシステムに習熟する立場であること。
２）建築生産のサプライチェーンは時系列的
にも組織的にも分断されており、契約／対価
によって相互の接続を図り、設計・生産情報
をリレーして完成建物を竣工させる流れで
運用されていること。３）現在の BIM に関す
る研究・報告は分断された範囲での検討であ
り、サプライチェーンを通貫させる形の議論
が不足していること。 
②英国と米国におけるプロジェクトマネ

ジメント手法のイノベーションに関する調
査：公共建築プロジェクトにおいては、受注
者側の知的財産や新技術をいかに円滑に導

入させるかが重要な課題となっている。
Public Private Partnership の普及で多様化
している諸外国の契約・発注方式での受発注
者の役割・責任分担やリスクを正確に把握し、
日本の建設会社による同地域へのインフラ
輸出の戦略に求められるものを検討した。本
年度は、英国と米国の PPP/PFI (Private 
Finance Initiative)事業を対象として、日
系建設会社がここにどのように参入または、
どのような取組みを行なってきたか、現在抱
える課題とその対応について調査を実施し
た。 
＜平成２９年度＞ 
平成２９年度は、延長期間である。研究補

助者に学会等での資料収集等を依頼した以
外には、新規に大がかりな調査分析は行わず、
これまでの研究成果をまとめることを中心
とした。具体的には、中国・成都で開催され
た国際会議にて発表を行った。 
＜総括＞ 
電力伝送体系がスマート化する都市・建築

の中で、人々の社会的価値が大きく変動して
いるにもかかわらず、建築技術の研究開発ロ
ードマップを当事者自らが俯瞰的に検討し
た事例は少なく、むしろ経済産業省の指導下
でメーカー側からの情報発信が続いている。 
建築生産では、著作権、特許、ノウハウ等

の知的財産権についてのポリシーが無きに
等しく、国際競争力や産業競争力の強化につ
ながっていない。 
本研究で作成したロードマップと提案し

たマネジメント手法は、建築生産において今
後のわが国の研究開発戦略を議論する上で
の基礎資料になると確信している。 
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